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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第１四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年３月31日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

　

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第１四半期 979 △11.3 93 △16.0 105 △14.3 60 △19.7

28年12月期第１四半期 1,104 △4.3 111 △33.6 122 △29.6 75 △48.0

(注)包括利益 29年12月期第１四半期 51 百万円 (△13.4％) 28年12月期第１四半期 59 百万円 (△61.9％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第１四半期 6.22 －

28年12月期第１四半期 7.74 －
　
（２）連結財政状態

　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第１四半期 4,328 2,248 51.4

28年12月期 4,299 2,326 52.8

(参考) 自己資本 29年12月期第１四半期 2,225 百万円 28年12月期 2,268 百万円

　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　28年12月期 － 0.00 － 10.00 10.00

　29年12月期 －

　29年12月期(予想) 0.00 － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,121 △2.7 210 △6.7 235 △2.2 113 △17.4 11.58

通期 4,217 △5.1 385 △5.4 419 △4.3 437 80.3 44.68

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 －社 (社名) － 、除外 －社 (社名) －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期１Ｑ 9,801,549株 28年12月期 9,801,549株

② 期末自己株式数 29年12月期１Ｑ 182株 28年12月期 182株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期１Ｑ 9,801,367株 28年12月期１Ｑ 9,801,465株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは当第１四半期連結累計期間において、CAD/CAMシステム等事業では、業界のニーズに合わせた製品

提案を積極的に行い、既存CAD/CAMシステム販売およびそのオプション製品の地道な受注活動、顧客サービス向上に

伴う保守契約率の維持向上により、着実に収益につなげてきました。また研究開発では、金型用２次元・３次元融

合型ハイブリットCAD/CAMシステム「EXCESS-HYBRID Ⅱ」の最新バージョンを２月にリリース、金型設計に特化した

機能を強化するなど更なる新機能搭載および改良を加えました。

また４月にリリースの金型用３次元CAMシステム「CAM-TOOL」の最新バージョンに向けて、新ストック演算による

形状再現性の強化および前バージョンのオプション機能として新開発した金型用モデリング作業を大幅短縮する

「サーフェスプラス」の新たな機能について重点的に開発するなど、既存製品の機能強化に取り組みました。一方

金型製造事業では、北米での自動車生産を中心とするニーズに一服感が見られる中、新たな顧客開拓を目指し下期

以降の売上につなげるための受注活動を行ってきました。

このような状況下、当第１四半期連結累計期間の当社グループの連結業績は売上高９億79百万円（前年同四半期

比11.3％減）となりました。利益面につきましては、売上高の減少に伴い営業利益93百万円（前年同四半期比16.0

％減）、経常利益１億５百万円（前年同四半期比14.3％減）となりました。また親会社株主に帰属する四半期純利

益は上記に加え、前年同四半期と比較して法人税等が増加したことに伴い60百万円（前年同四半期比19.7％減）と

なりました。

事業セグメント別では、CAD/CAMシステム等事業の売上高は９億１百万円（前年同四半期比7.7％増）、セグメン

ト利益は96百万円（前年同四半期比22.7％増）となりました。国内では、これまで取り組んできた販社と共催のセ

ミナー、プライベートショーにおける販売代理店との協力関係強化が功を奏し、製品販売が東日本において好調に

推移、中・西日本では１月から２月にかけて伸び悩んだものの、３月には設備投資意欲にも持ち直しの傾向が見ら

れ伸長しました。また３月までに採択された製造業向け政府補助金関連の販売も当第１四半期連結累計期間より売

上に貢献し始めています。海外における製品販売は、インドネシア・ベトナム等の地域では堅調に推移、また低調

に推移した前年同四半期との比較では北米において改善傾向が見られました。一方で韓国の長引く市況悪化および

タイの政情不安等、厳しい状況が続いたことにより売上、利益は共に想定よりも低調に推移しました。

金型製造事業の売上高は78百万円（前年同四半期比70.8％減）、セグメント損失は２百万円（前年同四半期は32

百万円の利益）となりました。前年度末の受注状況が低調であったことから減収減益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　 （資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して29百万円増加し、43億28百万円と

なりました。主な増加要因は現金及び預金83百万円およびたな卸資産44百万円、主な減少要因は受取手形及び売掛

金１億円であります。

　 （負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比較して１億７百万円増加し、20億80百万円

となりました。主な増加要因は買掛金42百万円、前受金74百万円および賞与引当金43百万円、主な減少要因は未払

法人税等38百万円であります。

　 （純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して78百万円減少し、22億48百万円と

なりました。主な増加要因は親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加60百万円、主な減

少要因は非支配株主持分35百万円および配当金の支払いによる利益剰余金の減少98百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年12月期の連結業績予想につきましては、平成29年２月10日付「平成28年12月期決算短信〔日本基準〕（連

結）」にて発表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,932,275 2,015,539

受取手形及び売掛金 748,677 648,185

たな卸資産 41,627 86,067

その他 149,370 155,292

貸倒引当金 △3,596 △1,110

流動資産合計 2,868,355 2,903,974

固定資産

有形固定資産 231,686 231,488

無形固定資産 87,173 67,666

投資その他の資産

投資有価証券 136,077 140,421

投資不動産（純額） 411,877 409,571

保険積立金 429,377 431,265

その他 150,449 157,998

貸倒引当金 △15,591 △13,791

投資その他の資産合計 1,112,189 1,125,465

固定資産合計 1,431,050 1,424,620

資産合計 4,299,405 4,328,594
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 53,415 95,774

未払法人税等 120,006 81,828

賞与引当金 ― 43,480

前受金 615,757 689,944

その他 203,345 168,397

流動負債合計 992,525 1,079,425

固定負債

役員退職慰労引当金 134,776 137,533

退職給付に係る負債 730,540 752,187

その他 115,053 111,221

固定負債合計 980,370 1,000,942

負債合計 1,972,896 2,080,367

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 125,000 125,000

利益剰余金 1,617,129 1,580,052

自己株式 △86 △86

株主資本合計 2,242,043 2,204,966

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,904 11,646

為替換算調整勘定 17,214 8,582

その他の包括利益累計額合計 26,119 20,228

非支配株主持分 58,346 23,031

純資産合計 2,326,509 2,248,226

負債純資産合計 4,299,405 4,328,594
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 1,104,004 979,324

売上原価 444,323 360,152

売上総利益 659,680 619,171

販売費及び一般管理費 548,585 525,898

営業利益 111,094 93,273

営業外収益

受取利息 355 262

不動産賃貸料 21,895 21,765

貸倒引当金戻入額 2,749 4,286

その他 5,587 3,080

営業外収益合計 30,588 29,394

営業外費用

支払利息 158 50

不動産賃貸費用 17,705 17,430

その他 1,153 9

営業外費用合計 19,018 17,491

経常利益 122,664 105,176

税金等調整前四半期純利益 122,664 105,176

法人税、住民税及び事業税 40,505 68,115

法人税等調整額 △5,622 △23,260

法人税等合計 34,882 44,855

四半期純利益 87,782 60,321

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

11,903 △615

親会社株主に帰属する四半期純利益 75,878 60,936
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 87,782 60,321

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,760 2,741

為替換算調整勘定 △20,067 △11,117

その他の包括利益合計 △27,827 △8,375

四半期包括利益 59,954 51,945

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 51,751 55,046

非支配株主に係る四半期包括利益 8,203 △3,100
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
CAD/CAM

システム等事業
金型製造事業 計

売上高

外部顧客への売上高 836,505 267,498 1,104,004 ― 1,104,004

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 836,505 267,498 1,104,004 ― 1,104,004

セグメント利益 78,321 32,773 111,094 ― 111,094

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計
CAD/CAM

システム等事業
金型製造事業 計

売上高

外部顧客への売上高 901,247 78,076 979,324 ― 979,324

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 901,247 78,076 979,324 ― 979,324

セグメント利益又は損失（△） 96,114 △2,841 93,273 ― 93,273
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